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ワ ポ ン ア バ スド イイ ト ン
■閉塞性黄疸
● 黄疸はビリルビンの生成と排泄の過程に障害が

起こることにより出現する．
●閉塞性黄疸は，肝内外の胆路の閉塞により，胆

汁中に排泄されたビリルビンが腸に排泄されず

血中に逆流するもので，胆道系のがんや結石，

膵頭部がんなどでみられる．

国試過去問題（94回午前13）
黄疸のある患者に起こりやすい症状はどれか．
　1. 色覚異常
　2. 瘙痒感
　3. 関節痛
　4. 脱毛

原因によって症状は異なるが，尿の色は黄褐色から褐色（ビリ
ルビン尿）になり，皮膚瘙痒感がみられるようになる．瘙痒は
血液中に増加したビリルビンが神経終末を刺激するためであ
る．また，ビリルビンの増加に伴い徐脈が認められることも
ある．正答2

 12 閉塞性黄疸でみられる症状はどれか。

1．ヘモグロビン尿

2．色素沈着

3．黄色腫

4．灰白色便

黄疸は，血中総ビリルビンが，2mg/dlに増加している状態で，皮膚や粘膜の黄染がみられる．そ
の他の症状は，黄疸の原因によって異なるものがある．

×1  ヘモグロビン尿は，尿中に血色素ヘモグロビンが出現している赤い色の尿である．溶血
の亢進している状態でみられる．

×2  色素沈着は，副腎皮質機能不全症であるアジソン病や，副腎髄質にできる褐色細胞腫な
どでみられる．

×3  黄色腫は，家族性高コレステロール血症などでみられる，目瞼の真皮やアキレス腱の細
胞に脂肪が蓄積したものである．

〇4  灰白色便は，腸管の中に便の色の素となる胆汁が流れていないときにみられる．胆道の
閉鎖や胆汁の分泌不全が考えられる．閉塞性黄疸では，そのほかにビリルビン尿，尿中
ウロビリノーゲンの減少などがみられやすい．

解  説

正答 4

黄疸 目標Ⅲ  大項目-11  中項目-A

抱合（直接）型ビリルビン

抱合型ビリルビン

早期（シャント）
ビリルビン

非抱合（間接）型ビリルビン ミオグロビン， 
呼吸酵素
（シトクロム，
カタラーゼ）
代謝

ヘム

尿

取り込み

排泄
体外へ

再吸収

赤血球崩壊肝，脾，
骨髄

血中

肝

腸管

ウロビリノーゲン
（無色）

ウロビリン
（褐色）

ビリフスチン
（濃褐色）

グルクロン酸抱合

●ビリルビンの生成・代謝

（大橋優美子ほか監：看護学学習辞典．第3版，p.540，学研メデ
ィカル秀潤社，2008）
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受験
番号 氏名 総合

判定 得点 得点率

年度

問題別正答率対比表 学校別個人成績一覧

※問題別正答率対比表の赤で印字されている問題は,全国正答率が80%以上で校内正答率が80%未満の場合を示しています.

①dnuor ： 績成別問設 ②dnuor ： 績成別問設 ③dnuor ： 績成別問設

卒既＝9 ・ 生級下＝8 ・ 生級下最＝7 ・ 生級上最＝0 分区
総合判定は,round①～③の平均得点率が以下の場合を示しています.
Ａ　80％以上
Ｂ　60%以上80%未満
Ｃ　40%以上60%未満
Ｄ　20%以上40%未満
Ｅ　20%未満

受験
番号 氏名 総合

判定 得点 得点率

点

区分

全国平均
総受験者数

点

20XX
20XX/05/30
999999 0
サンプル専門学校

114.2 115.8
129名 1459名

老年人口 3 66.9 68.6
平均寿命 3 86.2 84.4
飲酒に起因する健康障害 4 99.2 98.2
業務上疾病 1 75.4 76.9
食中毒の原因 4 41.5 58.2
医療保険の種類 2 88.5 89.5
要介護認定の申請先 2 78.5 88.5
患者の自己決定 4 90.8 88.1
禁止されている業務 3 97.7 96.4
看護師の就業状況 3 23.8 22.3
健康の概念 4 88.5 89.9
低出生体重児 2 88.5 86.6
言語発達 1 64.6 52.6
更年期障害 4 91.5 89.8
老年期の身体機能変化 4 70.8 72.1
介護老人保健施設 1 73.1 66.1
訪問看護ステーション 1 84.6 84.1
チーム医療 2 91.5 95.0
心臓の血管 4 86.9 82.9
タンパク質分解酵素 2 34.6 41.1
腎臓の指標 2 93.1 79.1
遺伝情報 2 80.8 76.1
黄疸 1 33.1 62.7
安楽な体位 4 89.2 91.3
弛緩性便秘 3 93.1 90.6
高血圧症 2 37.7 39.5
内臓脂肪型肥満 3 86.9 82.7
緩和ケア 4 62.3 71.5
MRワクチン 2 56.9 67.9
出血性ショック 1 94.6 91.8
心的外傷後ストレス障害 4 96.2 96.4
認知症患者への対応 1 89.2 90.6
狭心症治療薬 4 78.5 82.7
モルヒネの副作用 4 80.8 83.1
薬物の保管方法 1 13.1 41.1
呼吸のパターン 1 72.3 79.8
呼吸音の聴取部位と評価 3 57.7 60.1
客観的情報 3 82.3 76.4
臥床患者への食事介助 3 82.3 85.2
ストーマ造設患者のケア 4 96.2 94.8
車椅子での移乗・移動 2 95.4 94.1
病室環境 3 26.9 25.3
患者誤認の防止 4 76.9 81.5
感染性廃棄物の取り扱い 2 41.5 20.6
有害事象の観察 1 43.8 50.6
輸液の所要時間 2 96.2 91.2
酸素ボンベ 2 69.2 63.3
体位ドレナージ 4 77.7 70.9
止血の方法 1 80.8 87.9
トリアージタッグ 2 96.9 94.2

将来推計人口 2 86.9 76.8
合計特殊出生率 4 25.4 15.9
栄養素とエネルギー 2 70.8 74.2
慢性閉塞性肺疾患 2 93.1 93.6
雇用形態 3 46.2 54.6
国民医療費 3 49.2 47.4
医療保険制度 2 22.3 43.7
自己決定権と患者の意思 3 96.2 95.7
看護師の倫理 1 96.9 93.8
守秘義務 3 83.8 89.6
マズローの基本的欲求 2 73.8 79.2
障害の受容過程 4 93.8 91.4
母乳栄養 3 93.8 87.2
基本的生活習慣の確立 4 82.3 81.3
老年期の感覚変化 1 93.1 93.4
世帯構造 2 72.3 70.7
市町村保健センター 2 92.3 91.0
地域包括支援センター 4 63.8 67.4
体温調節 1 83.8 76.8
呼吸中枢 4 86.9 70.6
低血糖 1 85.4 85.5
脳死の判定基準 3 76.9 80.6
ショック時の体位 3 63.8 71.4
喀痰 1 50.0 47.6
電気的除細動の適応 4 83.8 83.4
浮腫 1 39.2 68.1
脳血管疾患 2 92.3 93.3
がん対策基本法 2 98.5 98.7
腸管出血性大腸菌感染症 4 43.1 30.1
感染経路 4 67.7 79.7
子どもへの虐待 2 96.9 96.2
小児感染症 4 56.9 73.1
抗がん薬の副作用 2 96.2 89.8
副腎皮質ステロイド薬 1 66.2 60.4
希釈液の作製 3 73.1 60.9
コミュニケーション 4 49.2 53.9
肩関節の可動評価 1 7.7 9.9
アセスメント 2 71.5 69.6
誤嚥の予防 1 99.2 98.8
入浴の援助 3 96.9 94.9
移動介助での基本 3 94.6 95.2
転倒・転落の防止 4 99.2 98.4
インシデントレポート 1 95.4 93.4
経鼻経管栄養法 3 72.3 84.2
刺入部位の観察 4 92.3 93.2
採血時の穿刺部位 3 93.1 93.6
気管吸引 2 66.9 63.8
自動体外式除細動器 3 96.9 95.1
創傷の管理 1 49.2 62.9
こころのケア 3 100.0 97.7

世帯数 2 40.8 44.9
死因の概要 3 34.6 35.4
運動と身体機能 1 92.3 89.6
THP 1 70.0 82.3
産前産後の休業 1 77.7 73.3
国民健康保険 4 90.8 88.8
要介護認定 1 78.5 74.8
患者の権利 2 83.8 78.3
個人情報の保護 3 55.4 75.1
看護師等の人材確保 4 35.4 36.8
QOLの評価 1 99.2 97.7
先天性疾患 1 94.6 92.0
発達遅滞 3 91.5 88.8
学童期の特徴 2 48.5 68.1
患者を支える家族関係 2 100.0 99.3
診療所のベッド数 3 62.3 83.8
在宅看護 3 97.7 94.2
看護方式 2 96.9 86.0
血液凝固 2 88.5 81.6
交感神経 3 93.1 87.9
分娩予定日 3 78.5 75.2
意識レベルの評価 4 97.7 97.5
脱水 2 88.5 84.4
チアノーゼの観察部位 3 98.5 93.8
嘔吐時の対応 1 89.2 89.5
鉄欠乏性貧血 2 85.4 89.2
糖尿病患者のフットケア 4 93.1 93.6
がん告知 4 85.4 81.4
ウイルス性肝炎 2 83.8 86.4
高齢者の骨折 1 99.2 99.0
うつ病 4 78.5 83.1
抗菌薬の副作用 1 16.9 21.8
強心薬の副作用 3 60.8 58.9
インスリン製剤の単位 3 66.9 64.8
気管支喘息の禁忌薬物 4 48.5 48.9
意識レベルの評価 2 96.2 98.3
腸蠕動音の聴取 3 32.3 60.8
看護過程における評価 1 74.6 71.8
導尿時のカテーテル挿入 2 58.5 80.2
片麻痺患者の寝衣交換 2 88.5 91.4
廃用症候群の予防 1 87.7 91.2
体位 1 70.8 77.8
誤薬の防止 2 99.2 99.2
標準予防策 2 87.7 86.2
滴下数 3 80.8 74.2
薬物血中濃度 1 83.8 80.3
温罨法の方法 2 94.6 94.8
気道の確保 1 99.2 96.2
胸骨圧迫心臓マッサージ 3 86.9 87.0
褥瘡好発部位 3 95.4 95.5

11111 アアアアアア B 98 65.3
11112 アアアアアア B 104 69.3
11113 アアアアアア B 116 77.3
11114 アアアアアア B 114 76.0
11115 アアアアアア A 120 80.0
11116 イイイイイイ B 96 64.0
11117 イイイイイイ B 109 72.7
11118 イイイイイイ B 92 61.3
11119 イイイイイイ B 115 76.7
11110 イイイイイイ B 104 69.3
11111 ウウウウウウ A 124 82.7
11112 ウウウウウウ B 105 70.0
11113 ウウウウウウ B 110 73.3
11114 ウウウウウウ B 104 69.3
11115 ウウウウウウ B 101 67.3
11116 エエエエエエ B 115 76.7
11117 エエエエエエ B 104 69.3
11118 エエエエエエ B 110 73.3
11119 エエエエエエ A 123 82.0
11120 エエエエエエ B 107 71.3
11121 オオオオオオ B 105 70.0
11122 オオオオオオ A 124 82.7
11123 オオオオオオ B 104 69.3
11124 オオオオオオ B 112 74.7
11125 オオオオオオ A 129 86.0
11126 カカカカカカ B 112 74.7
11127 カカカカカカ B 104 69.3
11128 カカカカカカ B 98 65.3
11129 カカカカカカ B 119 79.3
11130 カカカカカカ B 116 77.3
11131 キキキキキキ B 114 76.0
11132 キキキキキキ B 115 76.7
11133 キキキキキキ A 128 85.3
11134 キキキキキキ A 125 83.3
11135 キキキキキキ B 106 70.7
11136 クククククク B 113 75.3
11137 クククククク B 104 69.3
11138 クククククク B 103 68.7
11139 クククククク B 92 61.3
11140 クククククク B 99 66.0
91041 ケケケケケケ B 99 66.0
11142 ケケケケケケ B 105 70.0
11143 ケケケケケケ B 118 78.7
11144 ケケケケケケ B 96 64.0
11145 ケケケケケケ A 120 80.0
11146 ココココココ B 100 66.7
11147 ココココココ B 107 71.3
11148 ココココココ A 126 84.0
11149 ココココココ A 122 81.3
11150 ココココココ A 120 80.0

11151 タタタタタタ A 120 80.0
11152 タタタタタタ A 134 89.3
11153 タタタタタタ B 117 78.0
11154 タタタタタタ A 125 83.3
11155 タタタタタタ B 114 76.0
11156 チチチチチチ B 113 75.3
11157 チチチチチチ B 112 74.7
11158 チチチチチチ B 109 72.7
11159 チチチチチチ A 124 82.7
11160 チチチチチチ B 119 79.3
11161 ツツツツツツ B 106 70.7
11162 ツツツツツツ A 135 90.0
11163 ツツツツツツ B 114 76.0
11164 ツツツツツツ B 118 78.7
11165 ツツツツツツ B 108 72.0
11166 テテテテテテ B 100 66.7
11167 テテテテテテ B 111 74.0
11168 テテテテテテ A 120 80.0
11169 テテテテテテ A 130 86.7
11170 テテテテテテ A 125 83.3
11171 トトトトトト B 116 77.3
11172 トトトトトト B 114 76.0
11173 トトトトトト B 115 76.7
11174 トトトトトト A 120 80.0
11175 トトトトトト B 117 78.0
11176 ナナナナナナ B 113 75.3
11177 ナナナナナナ A 133 88.7
11178 ナナナナナナ B 115 76.7
11179 ナナナナナナ B 107 71.3
11181 ナナナナナナ B 117 78.0
11183 ニニニニニニ A 130 86.7
11185 ニニニニニニ B 105 70.0
11186 ニニニニニニ B 116 77.3
11187 ニニニニニニ A 130 86.7
11188 ニニニニニニ B 114 76.0
11189 ヌヌヌヌヌヌ A 124 82.7
11190 ヌヌヌヌヌヌ B 97 64.7
11191 ヌヌヌヌヌヌ B 114 76.0
11192 ヌヌヌヌヌヌ B 112 74.7
11193 ヌヌヌヌヌヌ B 106 70.7
11194 ネネネネネネ A 126 84.0
11195 ネネネネネネ B 119 79.3
11196 ネネネネネネ B 119 79.3
11197 ネネネネネネ A 120 80.0
11198 ネネネネネネ B 112 74.7
11199 ノノノノノノ B 111 74.0
11200 ノノノノノノ A 132 88.0
11201 ノノノノノノ B 108 72.0
11202 ノノノノノノ B 97 64.7
11203 ノノノノノノ B 119 79.3
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